
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
対
策

　
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
を
巡
る
国
際
枠
組
み
の
交
渉
は
停
滞
し
、
国
内
の

％

排
出
削
減
目
標
も
東
日
本
大
震
災
の
発
生
で
揺
ら
い
で
い
る
。
た
だ
、
そ
う
は
言
っ
て

も
地
球
温
暖
化
対
策
が
企
業
に
と
っ
て
引
き
続
き
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
こ
と
に
変
わ

り
は
な
い
。
企
業
の
対
策
に
関
わ
る
施
策
の
整
備
も
着
々
と
進
ん
で
い
る
。

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
Ｃ
Ｏ
２
管
理

カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト

国
分
な
ど
が
昨
夏
実
施
し
た
Ｃ
Ｆ
Ｐ
商
品
の

販
売
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

エ
コ
ス
拝
島
店

東京でのカーボン・オフセットＥＸＰＯ（ 年９月）

企業、着々 と施策整備

削
減
目
標
実
現
へ
官
民
連
携

進
む
国
際
基
準
づ
く
り
９
月
に
も
発
行

食
品
・
衣
料
・
家
具
・
花
な
ど
ラ
ベ
ル
表
示
３
０
０
件
突
破

カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト

企
業
努
力
を
評
価
認
証
制
度
創
設
へ
環
境
省エ

コ
リ
ー
ス

リ
ー
ス
信
用
保
険
制
度
経
産
省
が
創
設

ＣＯ２削減率表示のイメ
ージ（三信化工提供）

（ ） 　　 （第２部） ２０１１年 平成２３年 ７月２９日 金曜日 　　

　
企
業
の
枠
を
超
え
て
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
を
管
理
・

削
減
し
、
結
果
を
情
報
開
示

す
る
事
例
が
徐
々
に
増
え
て

き
た
。
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

排
出
量
を
管
理
す
る
た
め
の

「
ス
コ
ー
プ
３
」
と
呼
ば
れ

る
国
際
基
準
づ
く
り
も
進
ん

で
お
り
、
２
０
１
１
年
９
月

に
も
発
行
さ
れ
る
。

　
工
場
で
の
燃
料
使
用
な
ど

企
業
に
と
っ
て
直
接
的
な
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
を
ス
コ
ー

プ
１
、
電
気
や
熱
な
ど
の
利

用
に
よ
る
間
接
的
な
排
出
を

ス
コ
ー
プ
２
と
呼
ぶ
の
に
対

し
、
ス
コ
ー
プ
３
は
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
上
流
・
下
流

に
連
な
る
「
そ
の
他
も
ろ
も

ろ
の
活
動
」
に
伴
う
間
接
的

な
排
出
を
指
す
。
自
社
の
上

流
で
あ
れ
ば
原
材
料
採
掘
や

部
品
加
工
な
ど
、
下
流
で
あ

れ
ば
製
品
使
用
や
廃
棄
・
リ

サ
イ
ク
ル
な
ど
の
活
動
が
該

当
す
る
。

　
ス
コ
ー
プ
１
と
同
２
の
み

を
対
象
と
す
る
従
来
の
基
準

と
、
ス
コ
ー
プ
３
ま
で
含
む

新
基
準
の
違
い
は
生
産
委
託

の
ケ
ー
ス
を
考
え
る
と
分
か

り
や
す
い
。
従
来
基
準
で
計

算
す
る
と
Ａ
社
か
ら
Ｂ
社
へ

の
生
産
委
託
で
Ａ
社
の
排
出

量
は
減
り
Ｂ
社
の
排
出
量
は

増
え
る
。
排
出
削
減
だ
け
に

着
目
す
れ
ば
Ａ
社
は
有
利
、

Ｂ
社
は
不
利
に
な
る
。

　
こ
れ
が
ス
コ
ー
プ
３
基
準

に
な
る
と
Ａ
社
は
生
産
委
託

先
の
Ｂ
社
を
含
め
た
排
出
量

を
算
定
す
る
必
要
が
あ
り
、

有
利
・
不
利
は
生
じ
な
い
。

ス
コ
ー
プ
３
は
環
境
負
荷
を

公
平
に
判
断
で
き
る
と
し
て

投
資
家
も
着
目
し
て
い
る
。

　
ス
コ
ー
プ
３
基
準
で
は
製

品
使
用
時
の
排
出
量
も
評
価

す
る
。
排
出
量
が
従
来
に
比

べ
て
少
な
い
環
境
配
慮
製
品

を
増
産
し
た
メ
ー
カ
ー
の
場

合
、
使
用
時
の
排
出
抑
制
効

果
を
評
価
に
加
え
る
こ
と

で
、
生
産
段
階
の
排
出
増
を

カ
バ
ー
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。

　
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体

を
見
渡
す
こ
と
で
排
出
量
の

大
き
な
段
階
や
排
出
削
減
余

地
が
多
く
残
る
段
階
が
明
ら

か
に
な
り
、
対
策
を
効
率
化

で
き
る
。
情
報
収
集
の
負
担

や
排
出
量
の
算
定
精
度
な
ど

の
課
題
も
あ
る
が
、
ス
コ
ー

プ
３
基
準
が
世
界
に
普
及
す

れ
ば
日
本
企
業
も
対
応
を
迫

ら
れ
る
。

　
環
境
省
は
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
排
出
量
の
標
準
的
な
算

定
方
法
を
検
討
し
て
お
り
、

企
業
の
排
出
削
減
努
力
を
適

切
に
評
価
す
る
仕
組
み
を
整

え
た
い
考
え
だ
。

　
商
品
の
一
生
を
通
じ
た
二

酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

排
出

量
を
算
出
し
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や

カ
タ
ロ
グ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
に
ラ
ベ
ル
表
示
す
る
カ

ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト

Ｃ
Ｆ
Ｐ

制
度
。
経
済
産

業
省
が

年
度
か
ら
進
め
て

き
た
試
行
事
業
が

年
度
に

最
終
年
度
を
迎
え
る
。

　
試
行
事
業
で
は
商
品
の
種

類
ご
と
に
定
め
た
算
定
方
法

に
基
づ
い
て
企
業
が
自
社
商

品
の
排
出
量
を
計
算
。
そ
の

計
算
プ
ロ
セ
ス
や
計
算
結
果

を
有
識
者
委
員
会
が
審
査

し
、
妥
当
と
認
め
た
商
品
に

排
出
量
を
ラ
ベ
ル
表
示
す
る

許
可
を
与
え
て
い
る
。
現

在
、
ラ
ベ
ル
表
示
が
認
め
ら

れ
た
商
品
は
累
計
３
０
０
件

を
突
破
。
食
品
や
食
器
、
文

具
、
衣
料
、
家
具
、
花
、
消

火
器
、
カ
ー
テ
ン
レ
ー
ル
な

ど
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
。

　
Ｃ
Ｆ
Ｐ
制
度
は
商
品
の
原

材
料
調
達
段
階
か
ら
製
造
、

流
通
、
使
用
・
維
持
管
理
、

廃
棄
・
リ
サ
イ
ク
ル
段
階
に

至
る
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体

の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
計
算
す

る
。
消
費
者
は
排
出
量
表
示

の
有
無
に
よ
っ
て
環
境
に
配

慮
し
た
商
品
を
選
び
や
す
く

な
る
。
商
品
メ
ー
カ
ー
は
排

出
量
の
算
定
作
業
を
通
じ

て
、
ど
の
段
階
に
ど
れ
だ
け

の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
余
地
が
あ

る
か
を
把
握
で
き
、
対
策
を

効
率
的
に
進
め
ら
れ
る
。

　

年
度
は
多
様
な
表
示
方

法
を
テ
ス
ト
し
て
お
り
、
そ

の
一
つ
が
自
社
の
従
来
品
と

比
べ
た
場
合
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出

削
減
率
の
表
示
。
第
１
号
認

定
を
取
得
し
た
業
務
用
食
器

メ
ー
カ
ー
の
三
信
化
工

東

京
都
港
区

で
は
、
従
来
製

法
か
ら
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
製
法

に
切
り
替
え
た
場
合
の
Ｃ
Ｏ

２
削
減
率
を
計
算
し
た
。
削

減
率
表
示
が
本
格
的
に
使
え

る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
、
企

業
は
排
出
削
減
努
力
の
成
果

を
よ
り
消
費
者
に
ア
ピ
ー
ル

し
や
す
く
な
る
。

　
参
加
企
業
に
よ
る
Ｃ
Ｆ
Ｐ

普
及
活
動
に
も
力
が
入
る
。

食
品
卸
売
業
の
国
分

東
京

都
中
央
区

は
Ｃ
Ｆ
Ｐ
商
品

販
売
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

年

月
に
実
施
予
定
。
昨
夏
行

っ
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
は
カ

ル
ビ
ー
、
亀
田
製
菓
、
カ
ン

ロ
の
菓
子
メ
ー
カ
ー
３
社
と

関
東
圏
の
ス
ー
パ
ー
１
１
２

店
が
参
加
し
た
。
今
年
は
参

加
メ
ー
カ
ー
数
と
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
実
施
地
域
の
拡
大
を
目

指
す
。

　
三
信
化
工
は
学
校
給
食
用

食
器
で
国
内
６
割
弱
の
シ
ェ

ア
を
握
る
強
み
を
生
か
し
、

環
境
教
育
の
一
環
と
し
て
将

来
を
担
う
子
供
向
け
の
Ｃ
Ｆ

Ｐ
普
及
に
取
り
組
む
。

　
事
業
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
開

催
な
ど
で
生
じ
、
自
ら
の
力

だ
け
で
は
ど
う
し
て
も
減
ら

せ
な
い
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
、

別
の
場
所
で
実
現
し
た
Ｃ
Ｏ

２
削
減
・
吸
収
量
で
打
ち
消

す
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト

炭
素
の
相
殺

。
日
本
で

は

年
７
月
の
北
海
道
洞
爺

湖
サ
ミ
ッ
ト
開
催
を
契
機
に

普
及
。
環
境
省
の
調
査
に
よ

る
と
累
計
の
取
組
件
数
は

年
末
時
点
で
約
１
０
０
０
件

ま
で
積
み
上
が
っ
た
。
こ
れ

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
報

道
発
表
の
あ
っ
た
取
り
組
み

だ
け
を
カ
ウ
ン
ト
し
た
も
の

で
、
対
外
的
に
公
表
し
て
い

な
い
取
り
組
み
を
含
め
る
と

件
数
は
さ
ら
に
増
え
る
と
思

わ
れ
る
。

　
普
及
強
化
に
向
け
、
環
境

省
は

年
秋
以
降
、
全
国
の

主
要
都
市
で
カ
ー
ボ
ン
オ
フ

セ
ッ
ト
の
商
談
会
「
カ
ー
ボ

ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
Ｅ
Ｘ
Ｐ

Ｏ
」
を
随
時
開
催
。
ブ
ー
ス

展
示
や
事
例
発
表
を
通
じ
、

オ
フ
セ
ッ
ト
実
施
企
業
と
相

殺
用
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
・

吸
収
量
を
生
み
出
す
事
業

者
、
両
者
を
仲
介
す
る
支
援

事
業
者

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー

の
交
流
を
図
っ
て
い
る
。

　
最
近
は
東
日
本
大
震
災
の

復
興
支
援
と
連
携
し
た
カ
ー

ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
も
登
場
。

カ
ー
ボ
ン
フ
リ
ー
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ

横
浜
市
中
区

は
今
春
か
ら
法
人
向
け
カ
ー

ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
仲
介
サ
ー

ビ
ス
の
売
上
高
の

％
を
復

興
支
援
に
充
て
る
取
り
組
み

を
始
め
た
。
オ
フ
セ
ッ
ト
用

の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
量
は
東
北
地

方
の
温
泉
施
設
や
商
業
施
設

な
ど
か
ら
調
達
し
た
も
の
を

活
用
。
同
仲
介
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
オ
フ
セ
ッ
ト
を
実

行
す
る
企
業
は
地
球
温
暖
化

対
策
と
復
興
支
援
の
両
方
に

貢
献
で
き
る
。
同
様
に
イ
ー

ス
ク
エ
ア

東
京
都
港
区

も
復
興
支
援
と
連
動
し
た
カ

ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
仲
介
サ

ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
る
。

　
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
を

さ
ら
に
一
歩
進
め
た
取
り
組

み
と
し
て
、
自
ら
の
排
出
量

の
全
量
を
相
殺
し
計
算
上
ゼ

ロ
に
す
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル

炭
素
の
中
立

の

事
例
も
出
て
き
た
。
東
京
海

上
日
動
火
災
保
険
や
日
本
興

亜
損
害
保
険
は
事
業
活
動
全

般
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
化
を
実
施
。
阪
急
電
鉄
は

駅
の
運
営
に
伴
う
Ｃ
Ｏ
２
排

出
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
カ
ー

ボ
ン
・
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
を
大
阪
府

摂
津
市
の
摂
津
市
駅
で
進
め

て
い
る
。

　
環
境
省
は
こ
う
し
た
企
業

努
力
を
評
価
す
る
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
認
証
制
度
を

創
設
す
る
方
針
。
７
月
５
日

に
認
証
基
準
案
を
公
開
し
て

お
り
意
見
公
募

パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト

を
経
て
基
準

発
行
を
目
指
す
。

　
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
貢
献
す
る

機
器

低
炭
素
機
器
は
、従

来
型
機
器
に
比
べ
て
高
額
な

こ
と
が
多
い
。
中
小
企
業
が

低
炭
素
機
器
を
導
入
す
る
に

は
初
期
投
資
負
担
が
ネ
ッ
ク

と
な
る
が
、
リ
ー
ス
を
活
用

す
れ
ば
こ
の
課
題
を
解
消
で

き
る
。
経
済
産
業
、
環
境
の

両
省
は
こ
の
リ
ー
ス
手
法
を

さ
ら
に
使
い
や
す
く
す
る
仕

組
み
を
創
設
。
中
小
企
業
へ

の
低
炭
素
機
器
普
及
に
弾
み

を
付
け
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
経
産
省
が
創
設
し
た
の
は

リ
ー
ス
信
用
保
険
制
度
。
低

炭
素
機
器
の
リ
ー
ス
業
者
と

低
炭
素
投
資
促
進
機
構

東

京
都
中
央
区

が
保
険
契
約

を
締
結
。
リ
ー
ス
先
の
中
小

企
業
の
倒
産
な
ど
で
リ
ー
ス

料
を
回
収
で
き
な
く
な
っ
た

場
合
に
、
同
機
構
が
損
害
額

の

％
を
保
険
金
と
し
て
リ

ー
ス
業
者
に
支
払
う
。
リ
ー

ス
先
が
資
本
金
３
億
円
以
下

の
中
小
企
業
や
個
人
事
業
主

の
場
合
に
適
用
。
保
険
で
リ

ー
ス
業
者
の
リ
ス
ク
を
軽
減

し
、
信
用
力
に
乏
し
い
中
小

企
業
と
も
低
炭
素
機
器
の
リ

ー
ス
契
約
を
結
び
や
す
く
す

る
。
一
方
、
環
境
省
が
創
設

し
た
エ
コ
リ
ー
ス
促
進
事
業

は
、
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
推
進
協
議
会

東
京
都
千
代
田
区

を
通

じ
リ
ー
ス
業
者
に
リ
ー
ス
料

総
額
の
３
％
相
当
の
補
助
金

を
交
付
す
る
。
リ
ー
ス
業
者

は
補
助
金
の
分
だ
け
リ
ー
ス

料
を
減
額
し
、
リ
ー
ス
先
の

中
小
企
業
の

支
払
い
負
担

を
緩
和
す

る
。
リ
ー
ス

先
が
資
本
金

億
円
未
満

の
中
堅
・
中

小
企
業
や
個

人
事
業
主
、

一
般
家
庭
の

場
合
が
対
象

と
な
る
。

　
条
件
を
満

た
す
中
小
企

業
は
両
施
策

の
併
用
が
可

能
。
低
炭
素

機
器
と
い
う

と
太
陽
光
発

電
や
発
光
ダ

イ
オ
ー
ド

Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
な
ど
が
思
い
浮
か
ぶ

が
、
両
施
策
の
対
象
は
こ
う

し
た
定
番
商
品
だ
け
で
は
な

い
。
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
配
慮

し
た
ボ
イ
ラ
や
工
業
炉
、
プ

レ
ス
機
、
ダ
イ
カ
ス
ト
マ
シ

ン
な
ど
の
工
場
用
設
備
も
低

炭
素
機
器
の
範
囲
に
含
ん
で

お
り
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

を
検
討
中
の
工
場
に
と
っ
て

活
用
の
機
会
が
広
が
り
そ
う

だ
。


